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至
っ
て
榊
を
務
取
b
、
之
を
自
坊
明
王
院
の
事
仕
す

る
小
・
1
野
愛
宗
祉
に
勤
務
し
、
同
年
十
二
用
陣
川
野

町
に
会
地
を
賜
は
り
、
位
殿
を
建
立
し
た
と
観
脅
院

の
磁
記
に
見
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
時

給
陵
の
下
男
猿
市
が
、
讃
岐
と
名
来
っ
て
そ
の
紳
職

に
な
っ
た
ら
し
い
。
然
る
に
之
よ
り
先
、
障
利
支
天

山
の
腕
利
支
天
堂
後
地
に
別
の
瀞
明
祉
が
あ
り
、
紳

主
は
土
佐
で
あ
っ
た
。
ハ
こ
の
祉
地
を
小
坂
庄
山
の
上

と
醤
い
て
あ
る
も
の
も
あ
る
o
〉
因
っ
て
土
佐
は
陣
川

に
も
神
明
が
起
り
、
二
世
に
な
っ
て
大
に
迷
感
す
る

こ
と
を
訴
訟
し
た
の
で
、
務
は
犀
川
の
一
世
に
打
寄

り
、
土
佐
・
讃
岐
雨
前
主
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
を

命
じ
、
土
佐
は
そ
の
命
に
従
っ
た
が
、
後
宮
腰
の
木

屋
と
材
木
代
銀
の
事
に
就
い
て
口
論
し
、
そ
の
罪
に

よ
っ
て
追
放
せ
ら
れ
た
鏡
、
讃
岐
一
人
が
奉
仕
す
る

こ
と
に
な
り
、
子
孫
栢
裂
い
だ
も
の
で
あ
る
と
思
は

れ
る
。
磁
器
の
際
に
及
び
、
瀞
職
多
田
民
社
地
の
前

遁
む
を
質
却
し
た
が
、
明
治
七
年
六
月
泉
野
紳
祉
と

講
す
る
に
及
び
之
を
買
戻
し
て
、
積
醤
観
を
復
す
る

に
去
っ
た
。
笛
祉
の
祭
紳
は
天
照
皇
大
前
・
盟
受
大

櫛
の
外
、
左
右
爾
祉
に
能
美
郡
熊
田
神
社

E
入
僻
宮
、

石
川
郡
本
村
井
神
社
春
日
大
明
紳
が
あ
b
、
別
に
八

幡
宮
の
相
殿
に
河
北
郡
岩
出
前
祉
太
宝
命
が
勘
鶴
岡
せ

ら
れ
て
、
之
を
神
明
五
社
と
稽
し
た
。
毎
年
春
秋
の

例
祭
を
御
日
待
と
も
、
神
明
の
夜
祭
と
も
呼
び
、
城

下
の
祭
越
中
最
も
殿
賑
な
も
の
L

一
つ
で
、
串
に
き

し
た
茨
り
餅
を
商
ふ
を
特
徴
と
し
た
。
こ
の
餅
は
文

政
の
頃
千
日
町
梅
田
某
の
創
意
に
よ
っ
て
初
め
ら

れ
、
之
を
食
ふ
と
き
は
好
速
を
得
る
と
信
じ
て
多
〈

脱
は
れ
た
。

イ
ヅ
ミ
ノ
ス
ガ
ハ
ラ
ジ
ン
タ
ヤ
泉
野
容
原
紳
低

金
調
停
三
間
遣
に
鎮
座
す
る
。
藩
政
の
時
は
玉
泉
寺
に

回
し
た
故
に
1

世
に
玉
泉
寺
の
実
務
宮
と
い
ひ
、
祉
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五
O

寺
共
に
務
の
笹
鱗
す
る
所
で
あ
っ
た
。
腹
務
以
後
一
一
江
沼
郡
記
に
、
橋
立
の
泉
澗
は
蹟
さ
一
町
許
あ
っ
て
、
一
せ
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
は
挑
妖
と
醤
い

時
紳
体
を
卯
鹿
山
の
卯
民
耐
祉
に
合
紀
し
、
裕
社
殿
一
海
上
部
か
な
る
時
は
五
六
十
艇
も
繋
り
得
る
が
、
大
一
た
こ
と
が
最
も
多
〈
、
桃
夫
と
も
桃
鮮
と
も
し
て
ゐ

を
宝
泉
寺
に
賜
は
っ
た
。
因
っ
て
明
治
五
年
氏
子
等
一
荒
の
時
は
三
綬
よ
り
か
L
ら
ぬ
。
こ
‘
み
か
ら
北
方
へ
一
る
。
厨
居
は
宿
鷺
亭
。
箆
隠
元
年
十
二
周
廿
九
日
夜
。

出
願
し
て
更
に
そ
の
側
部
震
を
建
て
、
誌
を
一
百
七
十
閉
す
隔
て
よ
サ
ハ
ナ
と
い
ふ
突
出
が
あ
一
享
年
七
十
六
。
法
話
周
挙
桃
妖
居
士
。

迎
へ
℃
劇
野
管
岡
野
柳
枇
と
捺
し
た
。
{
本
祉
は
今
菅
原
一
・
り
、
越
前
・
能
菅
ま
で
見
は
る
か
す
佳
嫌
で
あ
る
と
一
イ
ヅ
ミ
ヤ
マ
タ
ベ
Z

泉
屋
又
兵
衛
山
中
祖
泉

売

紺

色

無

利

一

む

例

制

ポ

孔

婦

問

眠

ぽ

'

府

関

に

相

殿

と

し

一

あ

る

。

一

の

旋

鰭

屋

で

あ

る

。

簡

は

武

短

、

長

谷

郎

氏

叉

は

長

て
織
田
信
長
の
蹴
像
及
び
宰
相
殿
・
天
女
の
木
像
を
一
イ
ヅ
ミ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ
泉
八
幡
紳
結
金
一
氏
を
胃
し
た
。
洛
の
貞
室
が
叉
兵
衛
の
俳
鰭
に
闘
す

僻
和
じ
て
眠
た

qそ
の
宰
相
殿
と
天
女
と
は
、
遊
園
民
一
律
泉
町
に
鎮
座
す
る
o
務
政
時
代
に
は
世
人
も
な
い
一
る
知
識
に
敬
へ
ら
れ
て
、
迭
に
一
代
の
名
匠
と
な
る

の
子
槻
茂
夫
裂
で
あ
る
と
鰐
い
し
た
が
、
、
質
問
眠
町
利
一
前
一
嗣
に
過
ぎ
な
か
っ
た
o

一
に
来
っ
た
却
は
、
週
月
隠
密
阿
の
俳
稽
水
訴
停
に
最

間
関
と
そ
の
室
.
に
じ
℃
億
隠
ゆ
“
女
。
も
・
沿
っ
紅
玉
泉
院
夫
十
イ
ヅ
ミ
マ
チ
泉
町
金
搾
の
町
名
で
、
野
町
の
一
も
詳
し
く
俸
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ト
八
で
為
今
、
た

0
4ギ
ヨ
タ
セ

Y
ジ
玉
泉
寺
。
一
町
端
一
里
塚
の
米
で
あ
る
。
昔
は
野
町
か
ら
南
方
町
一
イ
ヅ

εヤ
リ
カ
和
泉
屋
李
下
金
擦
の
俳
人
。

イ
ヅ
ミ
ノ
チ
ョ
ウ
レ
ン
バ
泉
野
調
練
場
金
得
一
端
は
都
べ
て
泉
新
町
と
稽

-Yる
一
町
で
あ
っ
た
が
、
一
泡
稿
三
右
衛
門
。
馬
来
・
闘
更
に
民
事
び
、
梯
丸
舎
二

芦
中
町
の
後
方
に
在
っ
て
、
務
士
の
軍
列
調
練
の
箆
-
そ
れ
を
泉
町
・
泉
新
町
と
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
代
・
税
庵
三
代
を
鍵
席
し
た
。
菓
子
業
を
管
み
、
コ
一

に
設
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
蓋
し
加
賀
務
に
は
務
初
一
イ
ヅ
ミ
ヤ
ジ
シ
ョ
ウ
泉
展
自
笑
江
沼
郡
山
中
一
十
九
践
を
以
て
残
し
た
。
忌
辰
は
詳
か
で
な
い
が
亭

以
来
諸
士
軍
袈
軍
備
の
敬
習
と
い
ふ
事
は
な
か
っ
た
-
の
俳
人
o
挑
妖
の
交
叉
兵
衛
の
弟
。
叉
兵
衛
が
桃
妖
一
和
の
頃
で
あ
ら
う
。

が
、
前
悶
商
務
の
時
外
凶
飴
稜
衆
の
こ
と
あ
る
に
京
一
四
歳
の
時
死
ん
だ
か
ら
そ
の
後
見
を
し
た
の
で
、
春
一
・
イ
ヅ
ミ
ヤ
リ
ト
ウ
和
泉
屋
里
各
小
松
の
俳
人
o

b
、
嘉
永
五
年
秋
か
ら
こ
の
地
の
土
工
に
着
手
し
、
↑
臨
集
に
は
い
づ
み
や
管
制
と
記
さ
れ
て
跨
る
o
箆
永
一
そ
の
俸
は
祥
か
で
な
い
o
E
徳
四
年
七
さ
み
だ
れ
を

翌

六

年

秋

務

成

し

た

も

の

で

、

幅

百

聞

長

さ

二

百

閥

、

一

六

年

正

月

十

日

夜

。

一

銀

じ

た

。

周
悶
に
土
問
脅
築
い
で
あ
っ
た
。
磁
滞
後
嗣
線
の
事
一
イ
ヅ
ミ
ヤ
シ
ヤ
泉
谷
枇
鳳
京
都
惣
領
に
あ
一
イ
ヅ
ミ
リ
ウ
シ
ョ
ウ
泉
能
鮪
鳳
至
郡
浦
上
の

十
肯
イ
J
V
4
守

一

止
み
、
明
治
七
年
八
月
金
得
隠
に
件
以
民
授
琵
の
鑓
錦
一
っ
た
。
能
mm
誌
追
加
に
、
惣
領
村
の
中
泉
谷
と
い
ふ
一
人
で
、
寛
政
七
年
に
生
ま
れ
た
。
別
撹
霊
能
。
幼
少

下
げ
と
な
っ
た
。
ト
所
は
昔
祉
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
が
、
寛
政
六
年
初
球
市
一
よ
り
舗
を
普
く
し
、
枇
に
し
て
京
都
に
行
き
、
梢
山

イ
ヅ

εノ
デ
泉
野
出
石
川
榔
問
機
庄
に
臨
す
一
と
い
ふ
も
の
a
h

夢
に
跡
肱
が
顕
れ
て
、
枇
殿
の
諮
管
一
荷
聞
に
感
ん
で
大
に
共
の
技
を
滋
め
、
高
松
侯
の
徴

る
部
務
。
元
締
十
三
年
恩

E
の
郵
上
に
、
泉
野
出
村
を
求
め
給
う
た
か
ら
、
村
の
者
等
に
謀
り
、
小
繭
を
一
に
邸
じ
て
線
仕
す
る
こ
と
十
数
年
、
後
洛
外
御
門
主
御

の
内
綿
花
組
と
い
ふ
畠
を
寛
文
七
年
新
聞
し
、
叉
一
椋
建
て
L
九
月
九
日
滋
宮
の
式
脅
行
っ
た
と
あ
る
o
明
一
所
の
絵
師
よ
な
っ
た
。
諸
永
三
年
蹄
郷
し
て
病
夜
。

木
畠
と
い
ふ
所
を
間
八
年
に
新
聞
し
て

mと
し
た
と
一
治
中
に
日
昔
前
祉
の
桐
殿
と
せ
ら
れ
た
和
泉
祉
と
い
一
時
に
歳
五
十
六
。

あ
る
O

一

ふ

も

の

印

も

是

で

あ

ら

う

。

一

ィ

.vモ
出
雲
羽
咋
郡
火
打
谷
の
内
の
小
学
。

イ
ヅ
ミ
ル
テ
ラ
マ
チ
泉
野
寺
町

4
イ
ザ
ミ
デ
…
イ
ヅ
ミ
ヤ
ト
ウ
ヨ
ウ
泉
屋
桃
妖
遡
稽
久
米
之
一
イ
ヅ
モ
キ
リ
イ
シ
出
雲
切
石
羽
咋
郡
火
打
谷

ラ
マ
チ
泉
寺
町
。
一
助
。
又
兵
衛
の
子
。
山
中
祖
泉
の
旋
徳
品
警
官
で
俳
人
一
か
ら
産
す
る
石
材
。
輝
石
安
山
容
で
、
駒
色
石
悲
中

イ
ヅ
ミ
ノ
ホ
ソ
ネ
ダ
イ
コ
ン
泉
の
細
根
大
榎
↑
で
あ
っ
た
。
元
隊
二
年
芭
蕉
の
来
遊
し
た
時
こ
れ
に
一
に
、
砂
駅
黒
色
輝
石
及
び
白
色
斜
長
石
を
散
在
せ
し

石
川
郡
泉
地
方
で
産
し
た
大
根
で
、
嫡
穂
の
島
痕
に
一
俳
蹴
を
典
へ
た
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
桃
灘
で
あ
っ
た
一
め
、
質
綾
密
に
し
て
堅
い
。

飾
る
鶴
勉
を
細
工
す
る
に
用
ひ
ら
れ
た
が
、
明
治
の
一
の
で
あ
ら
う
o
そ
は
こ
の
時
の
芭
蕉
の
『
桃
の
木
の
一
イ
ヅ
モ
ジ
出
雲
寺
初
め
石
川
郡
西
念
新
保
に

初
年
か
ら
絶
滋
し
た
o

-

そ
の
繋
散
ら
す
な
秋
の
風
』
の
時
に
よ
っ
て
考
へ
ら
一
在
っ
て
常
繁
寺
と
践
し
、
天
台
宗
に
毘
し
た
が
、
明

イ
ヅ
ミ
ノ
マ
泉
澗
江
沼
郡
橋
立
に
あ
る
入
江
。
一
れ
、
叉
卯
辰
集
に
桃
葉
と
記
し
て
ゐ
る
こ
と
を
も
併
一
層
元
年
出
雲
散
を
建
て
る
に
至
っ
て
、
・
お
の
づ
か
ら


